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サツマイモの多彩なイベントに
胸躍るＩ～ＭＯのまつり

い

11月23日、東海文化センターを主な会場として、「東海Ｉ
～ も

～ＭＯのまつり」が開催されました。今年で８回目を迎え

るこの催しは、村の特産品である「サツマイモ」を主役とす

る全国でも珍しいお祭りで、村の３大祭りの１つとして毎

年行われているもの。「イモ積み競争」「ジャンジャンどり」

「イモクイズ」など、サツマイモにちなんだ魅力ある多彩な

イベントや、会場に所狭しと立ち並んだ「いも美術コー

ナー」や「もちつきコーナー」「ふるさと鍋料理」などの多く

の模擬店が、来場した約３万５千人の胸を躍らせました。
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11月８日、村内で活動しているバスケットボールチーム「東

海クラブ」の岡田裕昭監督（白方在住）をはじめとする３人

が、村上村長を訪れました。訪問の目的は、10月26日から

５日間開催された第57回国民体育大会「よさこい高知国体」秋

季大会にて「茨城選抜」のメンバーとしてバスケットボール女

子の部に出場し、21年ぶりに３位入賞を果たしたことの報

告。キャプテンの田口選手は「試合をするたびにチームがま

とまったことが３位入賞の大きな要因。今後は茨城選抜で

学んだことを東海クラブで生かしたい」と話してくれました。

●国体で21 年ぶりの入賞を果たす

ＮＰＯ法人のネットワーク｢地球村｣が、８月26日から９月

４日まで、南アフリカ共和国のヨハネスブルクで開催され

た「ヨハネスブルク・サミット2002（持続可能な開発に関す

る世界首脳会議）」において、村上村長をはじめ全国の都道府

県知事および市町村長から預かった「平和のメッセージ」を、

ジェーン・グドール国連平和大使に託しました。11月14

日、日立「地球村」代表の大貫克浩さんが村上村長を訪れ、「平

和のメッセージ」が国連のアナン事務総長に渡り、感謝の気

持ちを記した礼状が「地球村」に届いたことを報告しました。

●「平和のメッセージ」が国連に託される

10月26日、忠魂碑公園（舟石川）で東海村遺族会（橋本勤会長）

主催による「戦没者追悼式」が行われました。この式は、旧村

松村、旧石神村の両村から出征し、戦地で命を落とした296

人の方々に追悼の意を表すとともに、あの惨劇を二度と繰

り返さないように、戦中戦後の体験を風化させることな

く、次世代に正しく伝えることを決意する目的で行われた

もの。忠魂碑を献花で埋め尽くした180人の参列者たちは、

故人に思いをはせながら、必ずや後世までこの平和を引き

継ぐことをあらためて誓うことで、忠魂碑を後にしました。

●献花で埋め尽くされた碑を前に平和への決意新たに
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納付税目　国民健康保険税第５期分
　　　　　里川堰土地改良区費第４期分
　　　　　介護保険料第５期分

11月中の件数

１月からの累計

前年との比較

死者数

0

１

－４

負傷者数

31

277

－23

11

　今年もいよいよスキーシーズンがやってきま

した。スキーに行きたいけれど相手がいなくて

…。そんなあなたの恋のキューピッドに成り代

わり、東海村青年会が、すてきなスキーツアー

を用意しました。新しい出会いを求めているあ

なた、ぜひご参加ください。

■集合日時・場所　平成15年２月16日（日)／午前

５時30分／ふれあいの森公園駐車場

■目 的 地 猪苗代リゾートスキー場（福島県耶

麻郡猪苗代町綿場7126）

■対　　象 18歳以上（高校生不可）35歳以下の

独身の方（男女各先着20人）

■参 加 費 9,000円／人（バス代、リフト代、

保険代、朝食代、おやつ代等を含む）

■そ の 他 平成15年２月１日(土)の午後６時30

分から、事前説明会および懇親会を行います。

■申し込み・問合せ 平成15年１月13日（月）ま

でに、東海村青年会の引田亜由美さん（　090-

2557-0120）へ申し込みください。

東海村青年会「恋のなりゆきスキーツアー」
参
加
者

募

集

　茨城県の民謡や全国各地の民謡を学びます。

■期　　日 平成15年１月11日（土）から３月ま

での毎月第２・４土曜日（全６回）

■時　　間 午前10時～11時30分

■場　　所 村松コミュニティセンター

■対　　象 村内在住・在勤の方

■定　　員 先着20人

■参 加 費 無料

■講　　師 小嶋楽楓さん（第10・20回磯節全国

大会優勝者）

■申し込み・問合せ 平成15年１月10日（金）ま

でに、村松コミュニティセンター（　2 8 2 -

9944）へ申し込みください。

第２回民謡教室参加者募集

初心者のためのパソコンＱ＆Ａ教室

　パソコンについて分からないことや聞きたい

ことにお答えします。

■日　　時　①平成15年１月11日（土）・②18日

（土）…午前９時30分～11時30分　③平成15年

１月25日（土）…午後１時30分～３時30分　

■対　　象　村内在住・在勤の方（各先着10人）

■費　　用　無料

■そ の 他　フロッピーをご用意ください。

■申込締切日　12月27日（金）

パソコン（インターネットを含む）を開放します

　インターネットを利用して学習したい方や、

パソコンを自由に使ってみたい方は、ぜひご利

用ください。

■期　　日　平成15年１月11日（土）・18日（土）

■時　　間 ①午後１時～２時30分（小・中学

生）　②午後２時30分～４時（高校生・一般）

■対　　象　村内在住・在勤の方（各先着15人）

■費　　用　無料

■そ の 他　フロッピーは１枚のみとなります。

■申込締切日　12月27日（金）

申し込み・問合せ

　中央公民館

中央公民館講座受講生募集

東海村初心者スキー教室参加者募集
■期　　日 平成15年２月８日（土）・９日（日）

（１泊２日）

■場　　所 アルツ磐梯スキー場（福島県耶麻郡

磐梯町更科6838-68）

■宿 泊 先 セミナー＆ロッジアルツ

■対　　象 村内在住・在勤・在学で、小学生

以上の方（先着40人）

■参 加 費 ①中学生以上…15,000円／人　②

小学生…12,000円／人　※１泊２食・リフト券

付き（昼食・レンタル代は別料金となります）

■指 導 者 ＳＩＡ（日本職業スキー教師協会）

インストラクター

■申し込み・問合せ 12月27日（金）の午後６時

30分から受け付けを開始しますので、参加費

を添えて、総合体育館へ申し込みください。
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1 1
場 所

問 合 せ

 相談日

10日（金）

17日（金）

24日（金）

31日（金）

時間

10:00～12:00

10:00～15:00

10:00～12:00

10:00～12:00

相談種別

心配ごと相談(弁護士相談)

心配ごと相談

行政相談・人権相談

心配ごと相談

行政相談・人権相談

心配ごと相談

心配ごと相談所(合同庁舎2号館2階)

社会福祉協議会

診療時間

問 合 せ

午前９時30分～正午、午後１時～２時

救急医療情報コントロールシステム(　241-4199)

 期日

1日（水）

2日（木）

3日（金）

5日（日）

12日（日）

13日（月）

19日（日）

26日（日）

病医院名

東海病院

長澤医院

東海病院

東原クリニック

武藤小児クリニック

東海病院

尾形医院

東海クリニック

電話番号

282-2188

282-2009

282-2188

283-2301

282-7722

282-2188

282-4781

283-1711

　いすに座ったままでのタオル・ボールなどを

使ったレクリエーションや、軽いスポーツ・ゲー

ムなどを行います。

●日 程 等

●時　　間 午後１時30分～３時

●対　　象 おおむね60歳以上の方

●参 加 費 無料

●講　　師 大沢美智子さん（レクリエーション

コーディネーター）

●そ の 他 運動のできる服装・靴、タオルをお

持ちください。

●問 合 せ 東海村（地域型）在宅介護支援セン

ター（　287-1121）または東海村（基幹型）在宅介

護支援センター（福祉部福祉課内　内線1164）

　１月は「転倒予防体操」を行います。

●期　　日 平成15年１月22日（水）　

●時　　間 午前９時30分～11時

●場　　所 内宿２区集会所

●対　　象 おおむね60歳以上の方

●参 加 費 無料

●講　　師 植田和子さん（運動指導士）

●そ の 他 運動のできる服装・靴、タオルをお

持ちください。

●問 合 せ 東海村（地域型）在宅介護支援セン

ター（　287-1121）または東海村（基幹型）在宅介

護支援センター（福祉部福祉課内　内線1164）

はつらつ健康体操
参加者募集

いきいき健康教室
参加者募集

期　　日

平成15年１月14日（火）

平成15年１月15日（水）

平成15年１月17日（金）

平成15年１月27日（月）

場　　所

百塚集会所

真崎コミュニティセンター

中丸コミュニティセンター

内宿２区集会所

■使用可能日 平成15年１月21日（火）・22日

（水）・28日（火）・29日（水）、２月１日（土）・18

日（火）・19日（水）・27日（木）・28日（金）、３月

４日（火）・５日（水）・12日（水）・13日（木）・30

日（日）

■対　　象 村内在住・在勤・在学の方

■使 用 料 無料（１人１回１時間、１期間２時

間まで）

■申し込み・問合せ 平成15年１月５日（日）か

ら、東海文化センター窓口（午前９時から）と

電話（午後１時から）で受け付けます。

ピアノ練習会参加者募集

　障害者手帳をお持ちでない高齢者でも、介護

を必要とする状態であれば、村が発行する「障害

者控除対象者認定書」を確定申告の際に添付して

障害者控除を受けることができます。

■申 請 日 平成15年１月から

■対　　象 65歳以上で、精神または身体の状

況が下記に該当する方

　●

　●

■問 合 せ 福祉部福祉課高齢福祉室介護保険

係（内線1163）

要介護状態の高齢者も障害者控除を受けられます

①常時介護を要する痴ほう症状の方

②外出時のみ介護を要する痴ほう症

状の方

①寝たり起きたりの毎日で、寝込み

がちの状態の方
が

②６か月以上臥床し、日常生活に支

障のある寝たきり状態の方

③歩行・起居動作が不自由で、外出

困難な状態の方

④外出可能であるが、介護を要する

状態である方

精　神

の状況

身　体

の状況
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　中央公民館では、おもちゃのリサイクルを目的

として、平成15年３月16日（日）に「おもちゃリ

レー」を開催します。ご家庭に眠っているおもちゃ

がありましたら、ぜひお持ちください。

●問 合 せ 中央公民館

生活ダイヤル●主な施設の電話番号

防災行政無線放送テレホンサービス

東海村合同庁舎(会議室の予約等)

東海村中央公民館

東海村立図書館

東海村青少年センター

東海村総合体育館

東海スイミングプラザ

東海村テニスコートクラブハウス

東海文化センター

東海ステーションギャラリー

東海村立東海病院

東海村保健センター

東海村清掃センター

東海村老人福祉センター｢みどり荘｣

(社福)東海村社会福祉協議会

０１２０－４２－４８４８

２８３－３３４４

２８２－３３２９

２８２－３４３５

２８２－７０４９

２８３－０６７３

２８７－０８０７

２８２－８５７１

２８２－８５１１

２８７－３６８０

２８２－２１８８

２８２－２７９７

２８２－７２８９

２８２－４３００

２８２－２８０４

東海村姉妹都市交流会館

東海村心身障害者福祉センター｢はまざく｣

東海村（基幹型）在宅介護支援センター

東海村在宅福祉サービスセンター

東海村訪問看護ステーション

(社)東海村シルバー人材センター

(財)東海村開発公社

ひたちなか西警察署東海地区交番

東海郵便局

ＪＲ東日本東海駅

常陸海浜広域斎場

救急病院の案内

東海村石神外宿浄水場

(土・日曜日・祝日の断水等の連絡)

小・中・高校生のための心の悩み電話相談室

(毎週金・土曜日　午後3時30分～7時)

２８２－０５３５

２８２－４５９９

２８７－２５１６

２８３－４３４４

２８３－４８３６

２８２－３４４６

２８４－０３３５

２８７－０１１０

２８２－２００１

２８２－２００８

２６５－７１９１

２４１－４１９９

２８２－２０３８

２８２－９２００

２８２－７０７０

救急医療情報コントロールシステム

東海村消防本部・消防署

東海村役場 ２８２－１７１１

施設等の年末年始の休み

休みの日

12月28日～１月５日

12月28日～１月３日

２月７日まで（改修工事のため）

12月28日～１月５日

12月28日～１月３日

12月27日～１月６日

12月29日～１月５日

12月28日～１月５日

12月26日～１月６日

12月28日～１月５日

12月31日～１月３日

施設等名

東 海 村 役 場

東 海 病 院

青 少 年 セ ン タ ー

中 央 公 民 館

総 合 体 育 館

村 テ ニ ス コ ー ト

東海文化センター

東海ステーションギャラリー

図 書 館

東海村合同庁舎会議室

石神コミュニティセンター

村松コミュニティセンター

白方コミュニティセンター

真崎コミュニティセンター

中丸コミュニティセンター

舟石川コミュニティセンター

東海村姉妹都市交流会館

衛生センター（し尿くみ取り）

清 掃 セ ン タ ー

最 終 埋 立 処 分 場

（社）シルバー人材センター

（社福）社会福祉協議会

老人福祉センター「みどり荘」

心身障害者福祉センター「はまざく」

常陸海浜広域斎場

電話番号

282-1711

282-2188

282-7049

282-3329

283-0673

282-8571

282-8511

287-3680

282-3435

283-3344

283-2868

282-9944

287-3534

283-4477

287-2128

283-1951

282-0535

287-2600

282-7289

清掃センターへ

282-3446

282-2804

282-4300

282-4599

265-7191

不要になった「おもちゃ」を
リサイクルしませんか？

　消防署および各消防分団では、東海村消防出初

式の開催に伴い、消防団員を召集する際にサイレ

ンを鳴らしますので、火災と間違わないようご注

意ください。また、会場付近の道路が交通規制と

なりますので、ご理解とご協力をお願いします。

●期　　日 平成15年１月12日（日）

●サイレン吹鳴 午前７時から２分間

●交通規制 午前８時～正午

●問 合 せ 消防本部消防係

平成15年東海村消防出初式に伴う
サイレン吹鳴および交通規制にご協力を !

　確定申告で、おむつ代の医療費控除を受ける

には、おむつ代の領収書のほかに医師が発行し

た「おむつ使用証明書」が必要ですが、おむつ控

除を受けるのが２年目以降で、かつ介護保険の

要介護認定を受けている方は、医師の証明書が

なくても、村が発行した証明書で控除を受ける

ことができます。

■申 請 日 平成15年１月から

■そ の 他 要介護認定の審査で使用した主治

医意見書の記載により、おむつ使用の有無を

確認します。

■問 合 せ 福祉部福祉課高齢福祉室介護保険

係（内線1165）

おむつ代の医療費控除の手続き
簡
素
化

さ
れ
ま
す
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1
場　　所　保健センター

問 合 せ　福祉部保健年金課保健予防係(内線1135)

●健康相談 日時 内容

●乳幼児健診日時 健診名 対象児
乳児

1歳6か月児

3歳児

平成14年  8月生まれの子

平成13年  6月生まれの子

平成11年11月生まれの子

乳幼児身体測定・育児栄養相談・

一般血圧相談ほか

妊娠中の日常生活、歯科検診ほか

妊婦体操・呼吸法

赤ちゃんのおふろの入れ方

●乳幼児教室 日時  内容 用意する物

●母親教室 日時  内容

母子健康手帳こどもクラブ14日（火） 9:30～11:00

※主に２歳児が対象です。

※こどもクラブは、お子さんと一緒にご参加ください。

16日（木）

18日（土）

25日（土）

9:30～15:00

9:30～11:30

9:30～11:30

15日（水）
10:00～11:30

13:00～14:00

8日（水）

9日（木）

10日（金）

13:15～14:00

13:15～14:00

13:15～14:00

１月の東海文化センター催し物案内

期日

18日（土）

25日（土）

26日（日）

催し物

ミュージカル

「アルプスの少女ハイジ」

東海ワンコイン劇場2002特別編

「木下恵介監督作品特集」

①喜びも悲しみも幾歳月

②日本の悲劇

東海ワンコイン劇場2002特別編

「黒澤明監督作品特集」

①酔いどれ天使

②羅生門

主催

（財）東海村文化・

スポーツ振興財団

（財）東海村文化・

スポーツ振興財団

（財）東海村文化・

スポーツ振興財団

開演

15：00

①10：00

②15：15

①13：00

②18：15

①10：00

②13：50

③17：40

①12：00

②15：50

③19：40

入場料

完売

１回券500円

セット券

（４枚つづり）

1,500円

１回券500円

セット券

（４枚つづり）

1,500円

　清掃センターでは、村内の学校給食の調理く

ずや食べ残しをバイオ分解して作った「たい肥」

（１キログラム入り）を、清掃センター内リユー

ス展示・即売コーナーで、希望者に無料

で配布します。花壇や鉢植え、家庭菜園

などに、ぜひご利用ください。

■問 合 せ 清掃センター

　清掃センターでは、平成15年１月15日（水）から

リユース品の展示・即売を行います。一般ごみ

として清掃センターに収集されたごみの中か

ら、まだ使えそうなものを取り出し、修理等を

行った再利用可能なものを皆さんに提供します。

■受付期日 平成15年３月までの毎月第２水曜日

■受付時間 午前９時30分～11時30分、午後１

時30分～３時30分

■場　　所 清掃センター

■品　　目 自転車（約100台）、家具・日用雑貨

など（約200点）　※多少傷があっても十分使用

することができます。

■購入方法 購入用紙に、住所・氏名・電話番

号・品番（１人につき１点まで）を記入の上、

係員へ提出してください。なお、同一の品物

に複数の申し込みがあった場合は、公開抽選

により決定します。

■購入資格 村内在住で18歳以上の方

■購入条件 ①営利目的の方には販売すること

ができません。②リユース品引き渡し後の保

証およびトラブルの責任は負えません。③原

則として、本人が持ち帰ることになります。

■問 合 せ 清掃センター

　皆さんの家庭に、まだ使えるけれど不要に

なってしまったもの（廃家電４品目のテレビ、エ

アコン、冷蔵庫、洗濯機を除く）がありましたら

清掃センターへお持ちください。ピアノ、オル

ガン、家具等については戸別収集も行います。

■問 合 せ 清掃センター

清掃センターにリユース品展示・即売コーナーを開設

　平成14年度分の確定申告で国民年金保険料の控

除を受ける場合は、国民年金保険料領収書を確

認し申告することになります。領収書の紛失等

により納付証明書が必要な方は、水戸北社会保

険事務所（水戸市大町2-3-32　　231-2381）で申請

し納付証明書の交付を受けることができます。

その際、印鑑および年金手帳が必要となりま

す。また代理人が申請する場合は、委任状およ

び代理人の身分証明書（自動車運転免許証等）な

どが必要となります。なお確定申告をする方

は、国民年金保険料領収書など支払額が確認で

きるものを持参して、申告にお出掛けください。

■問 合 せ 福祉部保健年金課年金係（内線1137）

国民年金保険料納付証明書の発行について

ご利用ください!　エコたい肥を無料配布します

　清掃センターでは、12月27日（金）まで通常業務

を行いますが、12月28日（土）・29日（日）を特別業

務として、午前８時30分から午後４時まで、清掃

センターへの直接搬入を受け付けます。

■問 合 せ 清掃センター

清掃センターの年末業務について

ご協力ください !　東海村再資源商品化事業
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1 問 合 せ　清掃センター

資源物

宿・照沼・晴嵐荘・サイクル機構太田・

サイクル機構箕輪の各区

真崎・原研荒谷台の各区

川根 ・押延 ・須和間 ・船場の各区

緑ヶ丘・南台の各区

白方・岡・サイクル機構百塚の各区

舟石川1 ・舟石川2の各区

舟石川中丸・原電滝坂・長堀1・長堀2の各区

豊岡 ・百塚 ・豊白の各区

内宿1 ・内宿2 ・舟石川3 の各区

外宿1 ・外宿2 ・竹瓦・亀下の各区

(単位:日)

6･21

7･22

8･23

9･24

10･27

14･28

15･29

16･29

17･30

20･31

燃えないごみ・粗大ごみ・有害ごみ

押延・須和間・船場・原研荒谷台の各区

内宿1 ・内宿2 ・竹瓦の各区

真崎区、 真砂寮、 権現山寮

外宿1・外宿2・舟石川3・原電滝坂・長堀1・長堀2の各区、長堀寮、石橋

向住宅

緑ヶ丘・南台の各区

豊岡 ・百塚 ・亀下 ・豊白の各区

白方・岡・サイクル機構百塚の各区

舟石川1区

宿・照沼・川根・晴嵐荘・サイクル機構太田・サイクル機構箕輪の各区

舟石川2 ・舟石川中丸の各区

(単位:日)

8･22

6･20

7･21

9･23

10･24

15･29

14･28

16･27

17･31

16･30

燃えるごみ

月・木曜日

火・金曜日

宿 ・ 真崎 ・ 白方 ・ 豊岡 ・ 照沼 ・ 川根 ・ 岡 ・ 押延 ・ 須和間 ・ 亀下 ・ 晴嵐荘 ・ サイクル機構太田 ・ サ

イクル機構箕輪 ・ サイクル機構百塚 ・ 原研荒谷台 ・ 緑ヶ丘 ・ 南台の各区、 真砂寮、 権現山寮

百塚・船場・外宿1 ・外宿2 ・内宿1 ・内宿2 ・竹瓦・舟石川1 ・舟石川2 ・舟石川3 ・舟石川中丸・

原電滝坂 ・長堀1 ・ 長堀2 ・ 豊白の各区、 長堀寮、 石橋向住宅

くう

　村では、寝たきりの方の歯や口腔の健

康を保てるよう、訪問一般歯科検診を実

施しています。

■検 診 日 毎月第３水曜日

■対　　象 傷病等により寝たきりまた

は寝たきりに近い状態の方のうち、歯

科病医院での受診が困難な方

■内　　容 東海病院歯科医師または歯

科衛生士が自宅に訪問して行う一般歯

科検診および口腔ケア指導

■回　　数 年１回（口腔ケア指導は、医

師が必要とした回数）

■費　　用 500円／回

■申し込み・問合せ 事前予約が必要と

なりますので、福祉部福祉課高齢福祉

室高齢福祉係（内線1164）へ申し込みく

ださい。なお予約受け付けの際に、体

の状態についてお伺いします。

東海村訪問一般歯科検診を実施しています

　

今
月
は
「
口
の
中
の
健
康
」
に
つ
い

て
の
お
話
で
す
。

歯
が
痛
く
な
っ
て
は
じ
め
て
歯
科

医
の
治
療
を
受
け
る
方
、
ま
た
歯
周

病
に
至
っ
て
は
、
初
期
に
痛
み
が
な

い
た
め
、
気
が
付
か
ず
に
悪
化
さ
せ

て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

ご
く
初
期
の
虫
歯
は
、
丁
寧
な
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
と
フ
ッ
素
の
併
用
に
よ

り
石
灰
化
が
起
こ
り
、
治
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
肉
眼
的
に
虫
歯
と
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
は
、
悪

化
の
一
途
を
た
ど
り
、
治
療
と
再
発

の
繰
り
返
し
を
経
て
、
最
終
的
に
歯

を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

う
な
る
と
食
生
活
の
制
限
だ
け
で
な

く
、
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ

た
り
、
見
た
目
に
も
老
け
て
見
え
た

り
と
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
歯
の
喪

失
だ
け
が
原
因
で
は
な
く
、
全
身
の

病
気（
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
胃
か
い
よ

う
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
肺
炎
）
や
早

産
・
低
体
重
児
出
産
の
原
因
と
し
て 9

の
歯
周
病
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
歯
周
病
は
、
三
十
歳
代

後
半
か
ら
多
く
な
り
ま
す
が
、
実
は

十
代
か
ら
二
十
代
に
も
歯
肉
炎
や
歯

周
炎
が
増
え
て
い
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
、
生
活
習
慣
病
と
し
て
の
虫

歯
、
歯
周
病
予
防
を
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
問

合

せ　

福
祉
部
保
健
年
金
課

保
健
予
防
係（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
５
）

こんな人は歯周病にご注意 !
●喫煙する人…免疫機能が弱くなるため。歯周病の発生

率は吸わない人に比べて４倍以上!
●ストレスに弱い人…白血球の働きが弱まるため。

●妊娠中の人…ホルモンの分泌が盛んになり、歯ぐきが

はれやすく、出血しやすくなるため。

●糖尿病の人…抗炎症作用が弱まるため。歯周病の発生

率は健康な人に比べて３倍から４倍!
●口をあける癖のある人…口の中が乾いているとだ液も

少なくなるため。歯ぐきは、だ液により保護されてい

ます。
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Vol.129今
月
の
さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、（
株
）衣
笠
会
計

事
務
所
に
勤
務
す
る
鯉
淵
康
弘
さ
ん（
二
十
三
歳
）に
登
場

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
業
務
を
正
確
に
こ
な
す
こ
と
と
、
お
客

さ
ま
に
は
常
に
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る

と
い
う
康
弘
さ
ん
は「
お
客
さ
ま
の
会
社
の
経
営
状
態
が

少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
く

ら
い
、
早
く
一
人
前
に
な
り
た
い
」と
話
す
社
会
人
一
年

生
。
夢
は
高
等
学
校
の
こ
ろ
か
ら
抱
き
続
け
て
い
る
税

理
士
に
な
る
こ
と
だ
そ
う
で
、「
仕
事
と
勉
強
を
両
立
す

る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
早
く
税
理
士
に
な
り
自
分
の

事
務
所
を
持
ち
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、「
子
ど
も
が
大
好
き
」と
話
す
康
弘
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
機
会
の
多
い「
東
海
村
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
」な
ど
に
所
属
。
子
ど
も
の
素
直
さ
や
、
大

人
に
は
な
い
柔
軟
な
発
想
や
吸
収
力
に
い
つ
も
驚
か
さ

れ
る
そ
う
で
、
「
今
年
取
得
し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
）イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
今
後
の
活

動
に
生
か
し
た
い
」と
、
抱
負
ま
で
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　 「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

（舟石川）

広
報 

と
う
か
い　
４
月
25
日
号

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
課　

〒
３
１
９
ー
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
大
字
白
方
１
７
４
８
番
地
１　
　

０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷 　

い
ば
ら
き
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
12
月
25
日
号

こい ぶち やす ひろ

鯉淵康弘さん

〈東海村公式ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/home/

Vol.128 さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

平
成
十
五
年
三
月
に
行
わ

れ
る
金
砂
山
の
大
祭
礼
は
、

七
十
二
年
に
一
度
と
い
う
日
本
で
も
珍
し
い
祭
礼
で
す
。
み

こ
の
祭
り
は
磯
出
大
祭
礼
と
も
呼
ば
れ
、
水
木
浜
に
神

こ
し輿
を
中
心
に
大
行
列
が
繰
り
出
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代

に
は
、
寛
永
二
十（
一
六
四
三
）年
、
正
徳
五（
一

七
一
五
）年
、
天
明
七（
一
七
八
七
）年
、
文
久
二

（
一
八
六
二
）年
に
行
わ
れ
て
お
り
、
寛
永
の
大

祭
礼
の
史
料
は
少
な
い
で
す
が
、
正
徳
の
大
祭

礼
に
つ
い
て
は
磯
出
の
行
列
帳
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
村
松
の
龍
光
院
・
龍
蔵

院
、
白
方
の
大
法
院
・
泉
蔵
院
、
亀
下
の
長
楽

院
の
修
験
（
山
伏
）
が
西
金
砂
山
の
行
列
に
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
龍
光
院
は
床
堅
役
で
、
口
取

や
り

り
二
人
の
馬
に
乗
り
、
侍
四
人
と
鑓
・
履
箱
・

か
っ

ぱ

立
傘
・
挾
箱
・
草
履
取
り
・
合
羽
箱
を
持
っ
た

人
々
を
従
え
、
大
法
院
と
泉
蔵
院
は
、
口
取
り

二
人
の
馬
に
乗
り
侍
二
人
と
鑓
・
挾
箱
・
草
履

取
り
を
従
え
て
い
ま
す
。
長
楽
院
に
は
侍
一
人

と
挾
箱
・
草
履
取
り
を
従
え
て
い
ま
す
。
最
も
華
々
し

い
の
は
、
正
年
行
事
役
の
龍
蔵
院
で
す
。
長
刀
に
鑓
二

本
と
侍
四
人
を
先
立
た
せ
、
龍
蔵
院
は
籠
に
乗
り
、
侍

四
人
・
鑓
・
挾
箱
・
立
傘
・
履
箱
・
草
履
取
り
・
合
羽

箱
を
従
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
村
松
山
虚
空
蔵
堂
は
、
中
世
に
は
村
松
山
日

た
っ
ち
ゅ
う

高
寺
と
呼
ば
れ
多
く
の
塔
頭
（
小
院
）
か
ら
成
り
立
っ
て

い
た
の
で
す
。
天
和
二（
一
六
八
二
）年
、
徳
川
光
圀
は
神

仏
習
合
を
嫌
っ
て
、
そ
の
塔
頭
の
寺
で
あ
る
龍
蔵
院
と

龍
光
院
を
虚
空
蔵
堂
別
当
と
し
、
修
験
に
改
宗
さ
せ
た

の
で
す
。
特
に
龍
蔵
院
は
光
圀
の
お
気
に
入

り
で
、
光
圀
は
貞
享
元（
一
六
八
四
）年
十
二

月
七
日
、
聖
護
院
道
尊
法
親
王
に
請
い
長
谷

の
密
蔵
院
を
山
伏
を
統
率
す
る
大
先
達
、
森

合
の
南
窓
院
・
村
松
の
龍
蔵
院
・
真
弓
の
徳

善
院
を
久
慈
・
那
珂
・
多
賀
三
郡
の
山
伏
を

支
配
す
る
年
行
事
役
に
任
命
さ
せ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
龍
蔵
院
は
那
珂
郡
の
山
伏
を
支

配
す
る
年
行
事
役
と
し
て
、
籠
に
乗
っ
て
大

祭
礼
に
参
加
し
て
い
る
の
で
す
。
白
方
の
泉

蔵
院
と
大
法
院
は
、
寛
文
三（
一
六
六
三
）年

に
作
ら
れ
た『
開
基
帳
』に
、
長
谷
村
密
蔵
院

の
下
住
と
み
え
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
ば
か
り

の
除
地（
年
貢
免
除
の
地
）が
認
め
ら
れ
、
な

お
、
天
明
七
年
の
大
祭
礼
に
は
経
師
役
と
し
て
白
方
の

大
法
院
、
神
宝
役
と
し
て
村
松
の
秀
芳
院
が
西
金
砂
山
ほ

ら

の
行
列
に
加
わ
り
、
文
久
二
年
の
大
祭
礼
に
は
、
法
螺

役
と
し
て
村
松
の
円
覚
院
、
祭
文
役
と
し
て
村
松
の
秀

芳
院
が
、
ま
た
白
方
の
家
蔵
院
の
名
も
み
え
ま
す
。
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